
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※カンパのご協力もよろしく。郵便振替口座 
『00880-8-59961原発震災を防ぐ全国署名連絡会』  

  
 

■呼びかけ団体 
浜岡原発を考える静岡ネットワーク、浜岡原発を考える会、浜岡原発・巨大地震対策虹のネットワーク、生活
クラブ生協静岡、浜岡原発市民検討委員会、原発震災を防ぐ風下の会、地震で原発だいじょうぶ？会、静岡 YWCA、
CHOICE FOR THE FUTURE 実行委員会、静岡県平和・国民運動センター、自治労静岡県本部、原水禁日本国民会
議、原子力資料情報室、（順不同、2010 年 6 月 14 日現在） 

■賛同者（敬称略） 
市川定夫（埼玉大学名誉教授）、伊藤通玄（静大名誉教授、地球科学）、稲盛和夫（京セラ株式会社名誉会長）、今中
哲二（京都大学原子炉実験所）、岩松繁俊（原水爆禁止日本国民会議）、植村慶一（慶応大学名誉教授、生理学）、生
方卓（明治大学教員）、梅原猛（哲学者）、沖野晧一（元 NHK チーフアナウンサー）、鍵山秀三郎（イエローハット相
談役）、桂木健次（富山大学名誉教授、環境経済学）、鎌田慧（作家）、河田昌東（遺伝子組み換え情報室代表）、神
田香織（講談師）、きくちゆみ（グローバルピースキャンペーン発起人）、菊地洋一（元 GE 原発技術者）、喜納昌吉
（音楽家･元参議院議員）、國弘正雄（元参議院議員）、黒澤一清（東京工業大学名誉教授、プロダクティヴティ・サ
イエンス）、西園寺昌美(五井平和財団会長)、斎藤貴男（ジャーナリスト）、斎藤驍（弁護士）、坂本龍一（音楽家）、
沢田昭二（名古屋大学名誉教授、物理学）、柴田泰（元日本溶接協会建設部会長、技術士）、清水澄子（女性会議）、
下河辺淳（元国土事務次官）、杉山幸丸（元京都大学霊長類研究所長）、住野昭（ツーリズム研究会代表）、節子・ク
ロソフスカ・ド・ローラ（バルテュス財団名誉会長）、相馬雪香（尾崎行雄記念財団副会長）、高岩仁（記録映画製
作者）、竹内謙（前鎌倉市長）、武田隆雄（日本山妙法寺）、田島征三（画家）、田中康夫（衆議院議員）、田中優（未
来バンク事業組合 理事長）、椿原章代（アーティスト、愛知学泉大学非常勤講師） 、富山洋子（日本消費者連盟代
表運営委員）、豊崎博光（フォト・ジャーナリスト）、中川雄一郎（明治大学教授・経済学）、中島哲演（原子力行政
を問いなおす宗教者の会）、中村敦夫（元参議院議員、みどりの会議代表委員）、中村隆市（ナマケモノ倶楽部世話
人）、ナターシャ・グジー（歌手）、西尾漠（原子力資料情報室共同代表）、錦織俊郎（元日本高温ソーラー熱利用協
会副会長）、長谷川晃（マックスウェル賞受賞者、元米国物理学会プラズマ部会部会長）、広河隆一（フォト・ジャ
ーナリスト）、広瀬隆（作家）、広中和歌子（元環境庁長官、元参議院議員）、福島瑞穂（社民党代表、参議院議員）、
藤井石根（明治大学教授・熱工学）、古田悠（元日本原子力研究所主任研究員）、星川淳（作家・翻訳家）、マキノ正
幸（沖縄アクターズスクール会長）、増田義郎（東京大学名誉教授）、水野誠一（元参議院議員）、三輪隆裕（国際自
由宗教連盟(IARF)評議員）、村田三郎（医師）、村田光平（元駐スイス大使、東海学園大学教授）、村松眞一（元静岡
大学教授・英文学）、安丸良夫（一橋大学名誉教授、日本思想史）、柳澤治（明治大学教授・経済学）、山田眞也（元
裁判官・弁護士）、渡辺三郎（建築家）   （五十音順、2010 年 7月 16 日現在。66名） 
■くわしくはこちらホームページへ→http://www.geocities.jp/genpatusinsai/ 署名用紙もダウンロードできます 2011.2.23. 

中央防災会議 2001．12.13 

東海地震 震度予測図 

 

※ この署名は、巨大地震が想定される地域での原子力発

電所の運転停止を、政府・国会、地方自治体、電力会社、

並びにマスメディア等へ伝えることによって、『原発震

災』を未然に防ぐことを目的としています。これまでに

下記の通り、提出してきました。 
 
   2002年提出 301,084筆 2007年提出 15,749筆 
   2005年提出 547,554筆 2008年提出 11,892筆 

2006年提出  23,755筆  合計  900,034筆 
 
 目標１００万に届くまで、もしくは浜岡原発全機が運転 
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この署名は、巨大地震が想定される地域での原子

力発電所の運転停止を、政府・国会、地方自治体、

電力会社、並びにマスメディア等へ伝えることに

よって、『原発震災』を未然に防ぐことを目的と

し、目標100万に届くまで、もしくは浜岡原発全

機が運転を止めるまで継続します。 

これまでに述べ908,502筆を提出しました。 
※今後は毎年８月1１日頃に集約･提出します。 

 

想定震源域 

◆マグニチュード8 を超えると政府が発表し、『明日

にも発生し得る』と多くの研究者が警告する巨大地震

（東海地震）の震源域の真上に浜岡原発が５基。自然

への無謀な挑戦です。◆政府（中央防災会議）は2001

年12月、東海地震の揺れの予測を見直しました。その

後各地の原発では東北電力女川原発（03年5月と05年
8月）、北陸電力志賀原発（07年3月）、東電柏崎刈羽
原発（同7月）、１昨年(09年8月)は中部電力浜岡原発
において、次々と設計を超える地震の揺れを記録。こ

れまでの想定がいかに甘かったか、事実が示していま

す。◆柏崎刈羽原発では想定の4倍の揺れに襲われて7
基すべてが大きな被害を蒙り、３年が過ぎても営業運

転再開はようやく３基のみ。◆とりわけ浜岡原発では

想定東海地震の約200分の1の規模にもかかわらず、
政府・中部電力が試算した浜岡原発における想定東海

地震に匹敵する揺れを記録。◆現在中部電力は地下の

再調査中、予測は振り出しに戻っています。このまま

進めば破局です。◆地震の発生を止めることはできな

くても、原発は人間の意志で止められます。中部電力

は08 年末、ついに浜岡原発1･2号炉の廃炉を決断しま

した。つづけて3･4･5号炉の廃炉を求めていきます。 

目前に迫る破局を避けるためご協力を ！  


